


























い水油と白油を混ぜた油を売っていたことがわかり，詫び状を書かせた。この

年 9月，江戸から，油の容量が同じでないものがあるので，確かに吟味するよ

う要請があった。これを受け，問屋衆では油屋八郎兵衛が奔走し，正しく詰め

る約束を取り付けた。八郎兵衛の名は， もめごとの度に問屋を代表して派遣さ

れる人物として， しばしば登場する。

元禄 9年 (1696年），油問屋は重要な臓業なので，新規に問屋に参入する衆

には「入口銀」を出させるのが良いという意見があり，議論になった。参入希

望者に聞いたところ，指固に従うとのことだったので， 一人から金20両ずつを

「酒手」と して徴収した。

正徳 4年 (1714年），江戸より ，容量のばらつきが多いので，樽毎に油屋の

家名の焼き 印を押すように申し入れがあった。問屋衆が油屋衆に伝えたところ，

油屋衆は了承しなかった。このため翌正徳 5年，問屋側は初立ち会いを中止，

3月まで売買が滞る異常事態となった。油絞りの職人は仕事が激減したため困

窮し，訴訟を起こした。公儀は双方不届きとし，両者は和解， 10軒の油屋が，

焼き印を押すことに同意した。

『製油録（せいゆうろく）』は，天保 7年 (1836年）に刊行された。著者の大

蔵永常は，全国を訪ねて研究した農政家・農学者で，著書は30冊を超える。

『農家益』，『農具便利論』など農業全般に係わるものの他，菜種の栽培法を記

した 『油菜録』などもある。その中でも『製油録』は特に評価が高く，英訳も

大坂の菜種搾袖の実態，すなわち必要な人

員と賃金・経費，菜種を乾燥させるところから油を搾 り上げる までの工程，そ

れに必要な技術・施設・道具等が，挿絵を利用しながら解説されている。搾油

の採算見積もりも数字で示されている。きわめて実用的で，搾油業者，あるい

はそれを志す人を読者に想定している。以下に内容の抜粋を記す。

菜種は，西国の種子の搾油量が多いといわれるが，関東でも肥えた土地に肥

料を多く施してつくった菜種の搾池率は，西国と変わらない。奥朴lの最も悪い

ところで 1割 7分，関東と九州の最も良いところで 2割 5分ほどである。

胡麻の搾油率は 1割 7, 8分から 2割 5, 6分，荏胡麻が 1割 5分から 1割

9分である。

搾油の採算の見当は，すべて油粕の代金を諸経費に当てる。これはどこの国

でも変わることがない。ただし，菜種の良し悪しによる値段の高低によって，
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また搾油率の良し悪しによって，一石当たりの有利不利は出てくる。

大坂の搾り油屋は，寄り合いには良い着物を着て，下僕を連れて行くが，家

に帰ると古い刺子の筒袖を着て縄帯を締め，下働きの雇い人に混じって働く 。

雇い人に任せておいても粗相はないが，油屋というものは，その主人が槌で打

つことまでしなければ，採算は取れない。

菜種は炒り方が非常に難しい。関東や西国では，炒りすぎて狐色にしてしま

うが，大坂や灘では，それより大いに「若く 」炒っている。この理由は，種の

中には小さな未熟な粒がある。これを炒りすぎると，焦げすぎて，油気が抜け

てしまい，粒は炭となって品質を損なう 。

蒸した粉を立木で搾る時には，関東では打つ間に二度も休むが，大坂では一

気に打ち切ってしまう 。

池を搾る道具は，多く大坂で製作され，諸国に売られている。地方によ って

は，ただ臼，立木，炒り鍋，桶類，蒸し窯，袋だけはその地方で作って用いる

こともある。だが立木の場合，欅で作ると材質が柔らかいので早く壊れてしま

う。大坂には，樫屋といって，樫ばかり扱う職人がいる。紀州熊野や日向あた

りから樫を取り寄せて，数年乾燥させてから用いるので，材質が良い。池を搾

る諸国へ道具を運送する時は，だいたい船が使われる。

「搾油濫龍」と「清油明鑑」（吉原製油（株）蔵）
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▲ 角行灯 （江戸束京博物館蔵） ▲ 遠州行灯 （江戸東京博物館蔵）
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天ぷらの話

中世までの日本では，支配者層を除けば，庶民は日々食べることに精一杯で，

何でも食べる物さえあれば良いという暮らしぶりであった。ようやく江戸時代

になって，平和が続き，都市部では町人も含めて食生活が向上し，食べる行為

の中に，楽しむ要素が加わるようになった。

江戸の街には，様々な屋台が集まって，食べ物を商った。そば屋やすし屋，

うなぎ屋など，今日まで外食店として続く伝統の商いは，いずれも江戸時代の

屋台に源を発する。一つの大きなきっかけとなったのが，明暦の大火 (1657

年）である。江戸の 3分の 2が焼けたため，大勢の職人が集まって，復興に当

たった。彼らは今日でいう単身赴任の男性なので，食事に困り，屋台に人気が

集まった。満腹しては仕事にならないので，軽食，おやつ的な献立が好まれた。

後には，男女に関係なく，生活を豊かにするおやつとして，食べ物の屋台は，

江戸の街に定着していく 。

屋台の中でもそば，すしと並んで人気が高く，江戸の三味と呼ばれたのが，

天ぷらである。天ぷらは， 日本古来の料理ではない。戦国時代に南蛮人が渡来

するようになり，彼らによってもたらされた南蛮料理に端を発する。一般に，

徳川家康は鯛の天ぷらが原因で死んだとされているが，その真偽はさておき，

この時家康が食したのは，鯛を胡麻油で揚げ，蒜のようなものを摺って食べる

南蛮起源の料理であった。天ぷらの語源には諸説あるが，ポルトガル語で調理

を意味する「テンペロ」から転じたとする説が，現在有力視されている。

江戸の屋台の天ぷらに用いられた油だが，当時の絵図の看板には，「胡麻揚

げ」「かやの油」と強調した看板が見られる。普通の天ぷらは菜種油だったと

いう推測が成り立つ。しめ木や水車搾りといった搾油技術が開発され，油売り

の時代が始まり，菜種の作付け面積が増えたことが，油料理の普及を促したと

見て良いだろう。莱種湘羅産の技術が確立されるまでは，油は高価なもので，

灯明用として大切に使うものであった。

天ぷらが屋台料理として定着した直接の理由は，町人が住む長屋が密集し火

事の多い江戸では，油を高温に熱する天ぷらの屋内営業が禁止されたためであ

る。それが結果的に，気軽に立ち寄れる屋台の天ぷらという，江戸独特の風物

を花開かせることとなった。天ぷらは，そばやすしと比べて味覚が濃厚で，腹

持ちも良い。当時としては，最もカロリーの高い食品であった。天ぷら以外の
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揚げ物は，豆腐の油揚げや，ひりょうず（飛竜頭，今でいうがんもどき）があ

る程度だった。しかも天ぷらは大体一串四文ほどだったので，求めやすく，人

気があった。

屋台の天ぷらは，天つゆと大根おろしで食べた。手が汚れないように，串に

刺して出した。種には，江戸前のあなご，芝海老，こはだ，貝柱，するめなど

が使われた。技術の向上で江戸湾からの魚介類の漁獲が増えたことも，天ぷら

文化の普及に貢献した。

庶民の食べ物として根づいた天ぷらだったが，時代が下るとともに，高級化

が進み，安政期 (1854-1859年）の頃には，店構えの天ぷら屋が現れ，料亭で

も出されるようになった。さらに，客の家まで出張して， 目の前で揚げる天ぷ

ら屋もいた。屋内での天ぷらを禁じる法令は続いていたが，儲けが優先で，こ

の頃は幕府の威光も落ちていたので，無視された。これらの高級天ぷらでは，

種の魚や油に高級なものを使って，差別

化を図った。また，店の看板に「金継

羅」「銀魅羅」「珍皓羅」などと書いて，

少しでも客の目を引こうとした。

江戸時代も後半になると，関東では幕

府主導で菜種の増産が行われ，江戸では，

上方からの油に加えて，地廻りの油が流

通し，庶民の手に届きやすくなった。油

,; 

▲近世職人尽絵詞屋台の天ぷら屋
（束京国立博物館蔵）

の食文化の下地が出来たことで，明治以降の西洋料理の揚げ物，炒め物を受け

入れる土台も出来ていったのである。

江戸の豪商井筒屋

江戸は田所町に繁栄をもたらした豪商• 井筒屋小野組は，近江の大溝の出身

であった。1600年代後半に盛岡に進出し，その後時期は不明だが，江戸に出店

した。同族間の共同企業という経営形態を築き，京都に本家の小野善助家（善

印井筒屋）を箪頭に助次郎家，又次郎家，鍵屋権右衛門家があり，盛岡にも 5

つの分家があった。京の井筒屋本店は本家の小野善助家，助次郎家，又次郎家

の三家から成り，江戸の出店は，これらの組合店であった。この他，京と大坂

にも組合店があった。元禄期 (1688-1703年）には，糸割符商人と同時に金銀
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為替御用に任じられ，井筒屋は本両替商を営んでいた。江戸時代においては，

油問屋などでも規模の大きな店では，両替商を兼業するのが一般的であった。

嘉永期 (1848~1853年）に作成された 「諸問屋名前帳』 においては，井筒屋善

次郎の名前が，下り水油問屋，小間物問屋，本両替屋，繰綿問屋の四箇所に登

場している。田所町の目抜き通りを含む町の約三分の一近くの土地を所有して

いたという 。井筒屋の髪油は，「井善の油」と呼ばれて名高かった。井筒屋は，

大坂城や二条城から江戸へ送る年貢の代銀を預かり，同額面の為替を江戸店に

送り，代銀を幕府に預ける間，無利息で運用して利潤を得ていた（『日本橋街

並み商業史』白石孝）。 しかし為政者への密着度が高く，放漫経営に陥ってい

た井筒屋は，明治中期以降は生き残れなかった。

▲井筒屋小野善次郎店 （「東京商工博覧絵』より）
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問屋と口銭， T稚制度

問屋は，口銭によ って儲ける。この口銭という 言い方は，この時代，既に一

般に使われていた。

口銭の語源については，説が分かれている。一つは， 問銭から門構えが脱落

して口銭となったというもの。もう一つは，取り引きに当たって“口入れ”し，

弁舌を駆使したから口銭というものである。当初は「くちせん」「くちぜに」

と読まれることもあったが，次第に 「こうせん」に統一された。当時，利息の

ことを‘‘子銭（こせん）＂と呼んでいた 。口銭と非常に紛らわしいので，当時

の文献には，「利息をコセンと云ふは口銭の字には非ず，子銭なり即ち利息の

息の字なり」の記述がある。これをあながち誤用と言い切れないところに，時

代の空気が漂っている。

口銭の中には，運送料・保管料・ 宿賃• 利子などが含まれていた。中世の問

丸などと異なり，問屋は単なる物流の拠点などではない。問屋は，自ら利益を

生み出す存在である。

この時代，社会の最上層にいる武士達が，儲ける感覚を持った下の身分を見

下している間に，商人達は，合理的精神を培い，儲けることを恥と思わず，あ

らゆる工夫を駆使して利潤を上げる技量を磨いていった。この時代，商人の儲

ける知恵を表す言葉に，‘‘才覚”“思い入れ”がある。

問屋で言えば，先売り先買い，延べ売り延べ買いといった投機的商行為によ

って，利子を稼ぐ。基本的には，現代の商業を支える営利技巧は，この時代に

は出揃っていたと言える。

しかし一方では，仲間の中では，定式口銭，定方口銭が定められ，いわば公

正価格の観念が確立していた。他者を圧迫してまで儲けようとするのは，恥と

された。そうした中から，‘‘分をわきまえる”“程を知る”といった庶民の道徳

が確立されていった。

豪商と呼ばれる家系ではいずれも，人間としての礼節を忘れてあこぎな稼ぎ

に走ることを戒め，家訓や商則を定めて， 日々声に出して読ませ，家人や使用

人に徹底させた。その背景には，幕府によって深く浸透した儒教の教えがあり，

石田梅岩が創始した平易な庶民道徳，石門心学の影響も大きかった。使用人は，

自分もいつかは独立して商家の主となることを夢見て，日々の勤めに励んだ。

晴れて独立した奉公人は，別家と呼ばれ，主家の親族である分家とともに同族

- 84 -



団を形成した。別家の発言権は強く，主人に不行跡がある時は意見することが

認められていた。それでも改まらない場合は，分家，別家，手代が集まって相

談し，主人を隠居させることが定められていた商家さえあり，実例も少なくな

かった。江戸時代の商家は，丁稚制度によって支えられていた。手代から支配

人を経て別家になれる者は，ほとんどが子供の頃から丁稚として住み込みで奉

公していた者であり，元服以後に雇われた者は，ほとんどの場合，出世するこ

とはできなかった。 丁稚として奉公に入るのは， 12~14歳の少年で，無給で休

暇は盆と正月のみだった。 丁稚は17~18歳で元服して手代になる 。 手代になる

と，自分の見込みで商売をすることが許され，給金も定まる。丁稚と手代の期

間は大体15~20年で，この年季奉公を終えた者が，ようやく番頭になれるので

ある。

木紺9問屋

わが国における綿作の始まりは，延暦18年 (799年）に，三河の国に漂着し

た天竺の青年が，綿の種をもたらした記録がある。この時は，九州を中心に綿

作が始まったが， 日本の気候に合わず， 90年ほどで絶えてしまった。本格的な

綿の栽培が始まるまで，その後800年の歳月を待たなければならない。再度の

渡来は明応• 永正年間 (1492-1520年）だったが，全国で生産されるようにな

ったのは，ようやく 16世紀後半，江戸時代を目前に控えた時期である。

江戸時代も元禄を過ぎたあたりに，最初に大産地となったのは畿内，次いで

伊勢• 三河だった。畿内の綿作は，秀吉の時代に大和の国で始まり，その後和

泉，河内，摂津，山城へと広がっていった。これと連動して，副産物である綿

実の油が，産地の近辺で生産されるようになった。

寛永年間 (1624-1643年），京橋十一丁目に，青物市場や魚市場と並んで，

綿を取り引きする市場が開設され，近在の綿商人が集まって，売買を行った。

やがて彼らは綿問屋として定着していく 。正保年間 (1644-1648年）になると，

繁栄に連れて京橋の地は手狭になり，綿問屋17軒は，相生西ノ町に移転した。

その際，三カ所に分散したので，三所綿問屋と呼ばれた。

綿作に向いていない東北では，綿実を取り去った後の繰り綿を上方から取り

寄せて，木綿を生産した。これらの商いは，関東商人達が，大和や摂津の繰綿

商人に書状で注文し，仕入れ金を送っていた。万治年間 (1658-1660年）には，
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大坂に，江戸及び北陸に綿を販売する江戸綿買次積問屋仲間が誕生した。木綿

問屋の場合も，油問屋の項に登場した名町奉行．石丸石見守定次が積極的な仲

間作り政策を展開し，江戸綿買次積問屋12軒を認可した。

江戸は霊巖島に，東京油問屋市場の前身が誕生したのも ，万治年間のことだ

った。この17世紀半ばという時代は，大坂から江戸へ，商業の大きな流れが形

成された時期だった。

江戸で上方から着いた繰り綿を受け取り，東北に回送するのは諸色問屋の役

目であった。貞享 4年 (1687年）に刊行された，当時の江戸案内記である 『江

戸鹿子』には，米・油・綿を扱う諸色問屋14軒が挙げられている。主だった商

人としては，鎌倉屋市左衛門，結城屋太郎兵衛，久保寺喜三郎といった人々がい

た。鎌倉屋は，下館の中村兵左衛門家，真壁の中村作右衛門家といった有力な

木綿生産者の，総代理店として，大坂から繰綿を仕入れていた。だが，諸色問

屋は，商業が細分化していく過程の中間形態であった。18世紀に入ると，彼ら

は専門問屋に地位を奪われていく 。鎌倉屋も，享保期には，廻船問屋に商売替

えした。

江戸では，大伝馬町一丁目が最も古い木綿問屋の町として知られている。江

戸の城下町が出来た頃から， 三河の尚人，久須木七左衛門・赤塚善右衛門• 久

保寺喜三郎・ 富屋四郎左衛門らが今の和田倉門外の宝田村で伊勢• 尾張・ 三河

の特産物を売っていたが，江戸城の拡張で移転させられ，代わりに与えられた

のが，大伝馬町であ っ た 。 その後，伊勢• 尾張• 三河の商人がこの四人を頼っ

てこの地に集まったが，中でも伊勢商人は早くから進出し，地盤を固めた。そ

れは，伊勢• 三河が古くから綿織物の産地として知られ，特に松坂木綿が最上

の銘柄とされていたことによる。

生活水準が向上した大消費地，江戸では，それだけ木綿の需要があり ，これ

が三河地方一帯では，綿花の栽培の拡大を促した。西から始まった綿花づくり

は，やがて武蔵，上野，下野，常陸，甲斐の国々へと拡がっていった。前節で

見てきた綿実搾油の発展がもたらされたのである。

日本の木綿産業は，開港後もすぐにはすたれず，関東圏では，池の山工場へ

の供給も続いていた。しかし明治29年，輸入綿花の関税が廃止されると，外国

産の安い綿花による大量紡績時代が始まり，江戸時代の花形産業だった木綿づ

くりは，一つの役目を終えた。一方で，モスリンが輸入され，普及をみると，

新業種・洋反物問屋が興隆していった。

大阪では，明治 6年，株仲間の廃止を受けて， 三所綿問屋，綿買次問屋， 三

- 86 -



郷綿仲間の合同による綿商組合が結成された。これを継承して明治18年 (18

（明治26年）より 8年，東京油問屋市場（明治34年）よりも16年早い。大正

代には，重要物産同業組合として認可されている。
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c.-r:,.,..,.,..,..............,..,.,.,........,........,......,.,......,.,........,......,.,......,.,.,....,..,..,.......,....,...,<:. ヽ.,,......,.,.......,.,.........,......,.,.........,

油の年代記（古代～江戸時代篇）
.....,,.....,.,.....,,.......,.....,,.,.,......,.,........,.,.,.,c.,.,-,.......,.......,.....,.,.......,c:., 拿ヽ,........,.....,.,.......,~~...........,..,., 

紀元前3000年代エジプト文化圏で 紀元前4000年頃

オリーブ油生産 エジプトにアムラー文化興る

紀元前3000年頃

中国で胡麻油生産 中国黄河流域に文明興る

神功皇后11年 摂津の国・遠里小野に住吉

大明神が鎮座 604年 聖徳太子17条憲法制定

（搾油のはじまり）

552年 仏教伝来 その後，胡麻・荏胡麻

が搾油原料として渡来

大化元年 大化の改新

(645) 胡麻油・荏胡麻湘を税として献上

大同年間 空海が住吉神社に石燈篭を献上

(806-810)油は遠里小野より献上

貞観元年 京・大山崎の地に油祖離宮八幡

(859) 宮が鎮座

（長木による搾油のはじまり ）

貞応元年 鎌倉幕府が大山崎神人に

(1222) 湘販売権独占の下知状を

発行

天正5年織田信長が安土城下を

(1577) 楽市楽座とする

元和年間 綿実油精製法の発見

(1615~24) 

元和 3年 江戸で仲買業が成立

(1617) 

大坂の備前屋が江戸に池の出荷

開始 （江戸積油問屋の始まり ）
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延暦13年平安京開都

(794) 

建久 3年鎌倉幕府成立

(1192) 

応仁元年～文明 9年

(1467-77) 応仁の乱

天正10年本能寺の変

(1582) 

慶長 8年徳川家康，江戸に

(1600) 幕府を開く

元和元年

(1615) 大坂夏の陣

寛永14年島原の乱

(1637) 



寛永16年江戸城炎上

(1639) 

元和 5年 菱垣廻船・樽廻船の始まり

(1619) （堺の船問屋某）

寛永元年 江戸積油問屋開業

(1624) （泉屋平衛門）

正保 3年 佃島に住吉神社建立 正保 2年吉原炎上

(1646) (1645) 

正保年間伝法船の開業 慶安4年 由比正雪の乱

(1544~47) (後の樽廻船） (1651) 

明暦年間 搾油法が長木からしめ木に 承応 3年玉川上水完成

(1655~58) (1654) 利根川が太平洋に

万治年間 大坂で江戸綿買次積問屋仲間 明暦 3年明暦の大火

(1658~60) 結成 (1657) 

万治 3年 江戸で油仲間寄合所結成

(1660) （東京油問屋市場の前身誕生）

寛文年間 大坂で江戸積油問屋など

(1661~73) 株仲間を結成

寛文 9年 大坂で油売買の斗量制度確立

(1669) 貞享 2年 生類憐みの令公布

寛文12年 河村瑞賢が西逍り航路を開発 (1685) 

(1672) （海運網の統一）

元禄15年赤穂浪士の討ち入り

元禄 7年 江戸十組問屋の結成 (1702) 

(1694) 

大阪二十四組問屋の結成
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享保年間 灘で水車による搾油始まる

(1716~36) 正徳 6年

享保 6年株仲間結成令の発布 (1716) 徳川吉宗 ，将軍就任

(1721) 

享保9年 大岡越前，油問屋の価格操作を

(1724) 摘発

物価引き下げ令の発布

十組問屋を事実上の株仲間化

享保12年 江戸の大和屋，関東菜種の一手

(1727) 買受人となる

享保18年 享保の打ちこわし

享保15年 十組問屋が分裂，河岸組 （油問 (1733) 

(1730) 屋中心）が新組に

明和 4年 幕府が関東の綿実搾油を奨励

(1767) 

明和 7年明和の仕法

(1770) （大坂の搾油業を保護）

天明 2~7 年天明の大飢饉

水油高騰で問屋の買い占めを (1782~87) 

禁止 天保元-8年天保の大飢饉

(1830-37) 

天保3年 鼠小僧次郎吉処刑

(1832) 

天保3年 大坂の油問屋の特権を停止 天保 7年 全国で大規模一揆

(1832) 油寄所を設立 (1836) 
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天保8年霊巌島油寄所を撤廃

(1837) 天保8年大塩平八郎の乱

(1837) 

天保12年株仲間停止令の実施 天保10年蛮社の獄

(1841) (1839) 

嘉永 6年ペリ ー来航

嘉永元年 諸問屋再興令の施行 (1853) 

(1848) 

安政 5年五カ国と通商条約

万延元年 五品江戸廻し令の発布 (1858) 

(1860) 

慶応 3年大政奉還

(1867) 
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